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減弱が確認された。また、V1 の損傷領域の大きさと LGN の VGluT1 シグナルの減弱領域の






















また、ラット新皮質の培養細胞において、VGluT1 の発現が 48 時間の神経活動阻害によ
り急速に増大することが報告されている。それに対して今回の実験では、14 日間または 28
日間という長期の抑制の後に VGluT1 の増加が見られた。このことは、各シナプスでの
VGluT1 タンパクの増加の可能性に加えて、フィードバック投射軸索の増加といった形態的
変化の可能性を示唆するものである。また、これらの制御は発達期に特有のものであるこ
とから、発達期においては、一定のフィードバック入力を保とうとする恒常的な仕組みが
機能しているのかもしれない。 
 
結 論 
 発達期、成熟期のラットのV1の活動を抑制し、V1からLGNへのフィードバック入力を阻害
したところ、発達期においてフィードバック投射シナプスに発現しているVGluT1、mGluR1α
の発現変化が顕著に見られたことから、V1からLGNへのフィードバック投射シナプスが、発
達期特異的にV1の神経活動によって制御されることが示された。 
